
（1）利用目的
　XAFSスペクトルによる鉄の状態分析を行う。
（2）実験方法
　鉄酸化物とステンレス鋼(金属鉄)のXAFSスペクトルを全電子収量法により測定し比較
した。
（3）実験結果
   図1に鉄のL端、図2に酸素のK端のXAFSスペクトルを示す。 鉄のL端、酸素のK端とも
文献値より数eV高エネルギー側にスペクトルが得られた。また、酸化物ごとにスペクト
ル位置は異なったが、 鉄のL端 に関してはスペクトル形状はほぼ同一であった。一方、
酸素のK端に関しては化合物ごとにスペクトル形状が異なっており、状態分析できる可能
性を示すことができた。
（4）成果の波及効果、今後の見通し
　鉄鋼材料の表面分析としての有用性を確認できた。
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利用成果の概要
　鉄の酸化状態をスペクトルで検出できるかどうかについて試験を行った。
鉄のL端に関してはほぼ同一のスペクトルが得られたが、酸素の結合形態に
よる差異が観察できた。
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図面等
　XAFSスペクトル： 図1 鉄のL端, 図2 酸素のK端
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